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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
傭
兵
と
亡
霊

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
５
３
２
Ｎ

【
作
者
名
】

　
こ
と
ろ

【
あ
ら
す
じ
】

　
国
家
解
体
戦
争
か
ら
、
数
年
先
の
未
来
。

壊
滅
し
た
企
業
レ
イ
レ
ナ
ー
ド
に
所
属
し
て
い
た
一
機
の
ネ
ク
ス
ト
が
ア
ナ
ト

リ
ア
の
傭
兵
に
挑
ん
だ
話
。
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（
前
書
き
）

妄
想
と
勢
い
だ
け
で
書
い
た
。

反
省
は
し
て
い
る
し
、
後
悔
も
し
て
い
る
。
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周
り
に
あ
る
の
は
砕
け
た
パ
ー
ツ
。

『
そ
ん
な
…
…
。
ネ
ク
ス
ト
を
四
機
も
…
…
…
』

警
告
音
に
混
じ
っ
て
女
性
の
声
が
聞
え
る
。

「
フ
ィ
オ
ナ
・
イ
ェ
ル
・
ネ
フ
ェ
ル
ト
。
ア
ナ
ト
リ
ア
の
傭
兵
も
一
緒
か
」

火
花
が
出
て
い
る
機
体
を
動
か
す
。

『
な
に
が
…
…
。
な
に
が
そ
こ
ま
で
貴
方
を
動
か
す
の
』

「
答
え
が
欲
し
い
の
か
？
」

『
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
』

「
否
、
弔
い
で
は
な
い
」

白
い
機
体
が
接
近
し
て
く
る
。

『
―
―
―
―
―
―
』

「
あ
あ
。
手
加
減
は
必
要
な
い
」

『
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
』

「
無
駄
な
戦
い
？
馬
鹿
を
言
う
な
。
俺
に
と
っ
て
は
重
要
な
戦
い
だ
」
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ブ
ー
ス
ト
を
使
う
。

全
身
の
パ
ー
ツ
が
火
花
を
出
し
、
警
告
音
が
大
き
く
な
る
。

『
―
―
―
』

「
そ
う
だ
な
」

オ
ー
バ
ー
ブ
ー
ス
ト
を
使
う
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
溜
め
る
。

「
始
め
よ
う
。
ア
ナ
ト
リ
ア
の
傭
兵
」

一
瞬
で
時
速
二
千
キ
ロ
を
超
え
る
。

『
こ
ん
な
、
こ
ん
な
戦
い
に
意
味
が
あ
る
の
！
？
』

白
い
機
体
と
す
れ
違
う
。

「
意
味
が
欲
し
い
な
ら
、
後
で
つ
け
れ
ば
い
い
」

す
れ
違
い
に
ブ
レ
ー
ド
で
白
い
機
体
を
切
っ
た
が
直
撃
は
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。

機
体
を
反
転
さ
せ
る
と
白
い
機
体
は
既
に
銃
口
を
こ
ち
ら
に
向
け
て
い
る
。

『
レ
イ
レ
ナ
ー
ド
は
既
に
壊
滅
し
た
の
よ
！
？
』

銃
口
が
光
る
。

飛
ん
で
く
る
弾
丸
を
ク
イ
ッ
ク
ブ
ー
ス
ト
で
右
に
動
き
避
け
る
。
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「
企
業
が
壊
滅
し
た
ら
戦
い
は
終
る
の
か
？
違
う
だ
ろ
う
」

白
い
機
体
に
接
近
し
て
前
方
に
一
気
に
加
速
す
る
。

「
そ
こ
に
戦
場
が
あ
る
な
ら
、
戦
う
。
そ
れ
が
俺
達
リ
ン
ク
ス
だ
」

白
い
機
体
を
ロ
ッ
ク
し
て
い
る
カ
ー
ソ
ー
ル
が
白
か
ら
赤
に
変
わ
っ
た
瞬
間
に

ブ
レ
ー
ド
を
使
う
。

千
キ
ロ
か
ら
二
千
キ
ロ
に
加
速
し
て
白
い
機
体
に
接
近
す
る
。

（
終
わ
り
だ
！
！
）

ブ
レ
ー
ド
が
白
い
機
体
当
た
る
直
前
、
違
和
感
。

白
い
機
体
の
横
を
通
り
過
ぎ
て
距
離
を
と
る
。

距
離
を
と
り
、
反
転
す
る
と
同
時
に
緑
色
の
閃
光
が
光
っ
た
。

「
ア
サ
ル
ト
・
ア
ー
マ
ー
…
…
。
流
石
、
ア
ナ
ト
リ
ア
の
傭
兵
。
新
装
備
を
使

い
こ
な
す
な
ん
て
俺
に
は
出
来
そ
う
に
無
い
」

次
世
代
型
の
ネ
ク
ス
ト
に
の
み
、
搭
載
可
能
な
新
兵
装
。

コ
ジ
マ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
外
部
に
放
出
す
る
と
同
時
に
周
り
の
者
全
て
を
攻
撃
可

能
な
武
器
。

自
ら
に
迫
る
ミ
サ
イ
ル
や
銃
弾
で
さ
え
も
掻
き
消
す
ソ
レ
は
、
正
に
攻
防
一
体
。
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欠
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
暫
く
の
間
プ
ラ
イ
ア
ル
ア
ー
マ
ー
が
使
え
な
い
こ
と

だ
が
。

「
ア
ナ
ト
リ
ア
の
傭
兵
ほ
ど
の
腕
前
が
あ
れ
ば
、
被
弾
な
ど
し
な
い
か
」

白
い
機
体
に
接
近
す
る
。

飛
ん
で
く
る
銃
弾
と
ミ
サ
イ
ル
を
全
て
避
け
る
。

「
だ
が
、
そ
れ
は
相
手
が
一
般
的
な
ネ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
時
の
話
だ
」

白
い
機
体
を
眼
前
に
捕
ら
え
る
。

「
終
わ
り
だ
」

先
程
の
片
手
の
ブ
レ
ー
ド
で
は
な
く
、
両
手
の
ブ
レ
ー
ド
を
同
時
に
使
う
。

十
字
切
り
と
呼
ば
れ
る
技
。

白
い
機
体
に
二
本
の
紫
色
の
刃
が
直
撃
す
る
。

白
い
機
体
か
ら
火
花
が
飛
び
出
て
動
か
な
く
な
る
。

「
ア
ナ
ト
リ
ア
の
傭
兵
。
最
後
は
こ
ん
な
も
の
か
、
呆
気
な
い
」

動
か
な
く
な
っ
た
白
い
機
体
を
見
て
い
る
と
、
一
瞬
だ
け
違
和
感
を
感
じ
る
。

「
光
っ
て
い
る
？
」

見
れ
ば
、
先
程
ま
で
光
を
失
っ
て
い
た
頭
部
パ
ー
ツ
の
カ
メ
ラ
部
分
が
光
っ
て
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い
る
。

「
再
起
動
だ
と
？
出
鱈
目
だ
な
。
ア
ナ
ト
リ
ア
の
傭
兵
」

直
に
距
離
を
と
る
。

『
も
う
止
め
て
！
！
貴
方
で
は
彼
に
勝
て
な
い
！
』

フ
ィ
オ
ナ
・
イ
ェ
ル
・
ネ
フ
ェ
ル
ト
の
叫
び
声
が
耳
に
響
く
。

「
勝
て
な
い
、
か
…
…
。
そ
の
通
り
だ
、
フ
ィ
オ
ナ
・
イ
ェ
ル
・
ネ
フ
ェ
ル
ト
」

距
離
を
と
っ
た
の
は
失
策
だ
っ
た
。

「
仮
に
私
が
万
全
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ア
ナ
ト
リ
ア
の
傭
兵
に
は
敵
わ
な
い

だ
ろ
う
」

白
い
機
体
の
銃
口
が
此
方
を
向
い
て
い
る
。

ブ
ー
ス
ト
を
使
え
る
の
は
後
二
回
が
限
度
だ
。

白
い
機
体
の
銃
口
が
光
る
。

「
だ
が
、
そ
れ
で
も
挑
み
」

避
け
た
所
で
避
け
続
け
る
事
は
不
可
能
だ
。

な
ら
ば
―
―
―
―

「
彼
の
地
で
誇
ろ
う
。
最
後
ま
で
戦
い
抜
い
て
死
ん
だ
と
」
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前
方
に
向
け
て
ブ
ー
ス
ト
を
使
う
。

白
い
機
体
の
銃
弾
が
左
肩
の
部
分
の
パ
ー
ツ
を
吹
き
飛
ば
す
。

白
い
機
体
の
ロ
ッ
ク
カ
ー
ソ
ー
ル
が
赤
に
変
わ
る
。

最
後
の
ブ
ー
ス
ト
を
使
い
、
加
速
す
る
。

「
ア
ナ
ト
リ
ア
の
傭
兵
…
…
。
た
し
か
に
貴
様
の
戦
闘
力
は
馬
鹿
げ
て
い
る
」

接
近
し
た
白
い
機
体
が
緑
色
の
光
を
発
す
る
。

「
だ
が
、
心
し
て
お
け
。
貴
様
が
そ
う
で
あ
っ
た
様
に
、
次
世
代
を
担
う
者
が

貴
様
の
前
に
現
れ
る
。
そ
の
時
に
貴
様
は
―
―
―
―
」

『
―
―
―
―
―
―
』

「
…
…
そ
う
だ
な
。
不
要
な
言
葉
だ
っ
た
か
」

緑
色
の
光
が
一
瞬
だ
け
収
縮
し
、
拡
大
す
る
。

「
さ
ら
ば
だ
…
…
」

最
後
に
見
え
た
の
は
緑
色
の
光
の
中
に
堂
々
と
存
在
す
る
白
い
機
体
だ
っ
た
。

全
て
が
レ
イ
レ
ナ
ー
ド
の
部
品
で
く
み
上
げ
ら
れ
た
機
体
。
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左
腕
を
失
い
、
全
身
か
ら
火
花
を
出
し
な
が
ら
と
ま
っ
て
い
る
。

『
終
っ
た
の
ね
』

彼
女
の
声
が
入
る
。

『
あ
の
時
。
レ
イ
レ
ナ
ー
ド
の
本
社
に
彼
の
婚
約
者
が
い
た
ん
だ
っ
て
、
彼
は

弔
い
で
は
無
い
と
言
っ
て
い
た
け
ど
、
多
分
』

言
葉
を
止
め
る
。

『
…
…
…
。
今
は
貴
方
が
無
事
で
よ
か
っ
た
。
帰
り
ま
し
ょ
う
。
新
し
い
拠
り

所
へ
』

『
―
―
―
―
』

オ
ー
バ
ー
ブ
ー
ス
ト
を
使
い
、
一
気
に
そ
の
場
か
ら
離
れ
た
。

『
次
世
代
を
担
う
者
、
か
。
そ
の
人
が
現
れ
た
時
、
貴
方
は
…
…
』
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（
後
書
き
）

開
始
時
点
で
破
壊
さ
れ
て
い
た
ネ
ク
ス
ト
は
カ
ラ
ー
ド
の
ラ
ン
ク
外
と
言
う
、

設
定
で
書
い
て
ま
す
。

レ
イ
レ
ナ
ー
ド
の
ネ
ク
ス
ト
さ
ん
は
カ
ラ
ー
ド
の
ラ
ン
ク
８
位
の
実
力
の
つ
も

り
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

傭兵と亡霊
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
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た
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て
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